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令和７年１０月３１日
調布市立 柏野小学校
校 長 西山 豪一
栄養士 陣内 夏子

秋もいよいよ深まってきました。朝夕の冷え込みを感じるようになり、空気も乾燥してきました。

これからの時期は風邪をひきやすいので、手洗い・うがいをするのはもちろん、十分な栄養と

睡眠をとることが大切です。北風に負けない丈夫な体をつくりましょう。

～第46回調布市農業まつり～
日時：令和７年11月1５・1６日（土・日） 午前１０時開始
場所：調布市役所前庭
内容：調布市内でとれた農産物の販売、野菜の袋詰め、

野菜の宝船など

２６日（水）：木島平献立
今年，調布市は長野県木島平村と姉妹都市になって４０周年を迎えました。お米

やきのこ，野菜など美味しい食材が豊富なので，木島平産の食材をたくさん使って

給食を作ります。

2７日（木）・２８日（金）：ゲゲゲ忌
「ゲゲゲの鬼太郎」の作者である漫画家・水木しげるさんは調布市の名誉市民で

す。鳥取県境港市で育ち，昭和３４年から９３歳で亡くなるまでの５６年間を調布市
で過ごしました。
調布市では水木しげるさんの命日の11月30日を「ゲゲゲ忌」とし、様々な催しを
行っています。27日には水木しげるさんの好物だった焼き飯です，スープには「ゲ
ゲゲの鬼太郎」のキャラクターの「一反木綿」に見立てたワンタンを使います。また，
28日は「ぬりかべ」に見立てたトーストを取り入れました。

11月の献立紹介「ちそう（馳走）」
は、食事を用意するた
めに走り回ることを意
味しており、この食事
が出来上がるまでに関
わった人々への感謝の
気持ちが込められてい
ます。

地産地消とは、地域で生産された農林水産物を、その地域で消費する取組です。学校
給食では、地域でとれた「地場産物」を活用することで、地域の産業や食文化への理
解を深め、地域への愛着を育むとともに、環境問題や食料自給率といった課題につい
て目を向ける機会にしたいと考えています。
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野菜の宝船などて目を向ける機会にしたいと考えています。


